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論文内容の要旨
本論文は、米国に l万行近くも存在する、 「コミュニティ銀行」と呼びならわされている小規模な商業
銀行(以下 「小銀行J)の、 1990年代における存続の様相と存立基盤とに関する論考である。これら多数
の小銀行を存立せしめている要因は、歴史的経緯・地理的背景、 「コミ ュニティ」 という理念を重視する
国民性、小銀行の経質姿勢と監督当局の監督・支援体制、銀行規制体系など、多岐にわたる。 そのため本
論文においては、金融経済学をペースとしつつも、経済地理学、社会学、政治過程論、企業財務論、経常
戦略論等をも援用することで、上記のように多間的な小銀行の存立要因を検討していく。
序章 小銀行の財務 ・経営状出においては、米国の銀行産業組織の概観、 「小銀行jの規定およびその
典型的事例の紹介、近年の「銀行再編J過程の影響、および本論文の構成を述べる。さらに 「補論Jにお
いて、関連する金融経済学分野での議論 (銀行j事業表退論、銀行の規模と効率性の関連、リレーショ ンシ
ップ貸出、 比較制度分析、銀行再編の公共政策的含意)を概観する。
第 1:章 小銀行の財務 ・経営状況においては、小銀行の資金利鞘、資金調達・運用構造、フィービジネ
スの収益貢献度、 費用効率、 (業務・経常・当期)利益率などを分析する。その結果、小銀行は平均的に
は、利菰指標 ・財務安全性においてと位の銀行と比べ劣後していないことが示される。
第 2草 米国中丙部における小銀行の存続状況においては、米国中央部のミ ネアポリス一セントポール
大都市圏を事例として、大手行と小銀行の庖舗網の枯抗状況を静態態 ・動態的に実証分析する。大手行は
小銀行の地盤をすべて奪取しよう とはしておらず、 むしろ内包的 ・選択的な常業網の拡大を阿っているた
め、小銀行との慎み分けもみられる、という様相が明らかになる。
第 3章 小銀行に対する業界団体の組織的支媛においては、小銀行の業界団体ICBA(Independent Com-
munily Bankers of Amcrica)の業務・人材育成支援サービス、および論者が研修生として参加したAsAス
トー ニア高等銀行研修所の管理職研修の捺栢を紹介する。コ ミュニティ銀行の 「自律的経営j が、 業界団
体や行政の積極的支援策により支えられていることを明らかにし、また、参加観察法により聞き得た 「地
域に生きるコ ミュニティ銀行家Jの声も紹介する。
第4章 「コ ミコ‘ニティ銀行」の存立基盤においては、 まず、 米国の社会 ・政治思潮において「コミュ
ニティ」という理念が有する強い影響力を論ずる。そして小銀行が、 「コミュニティの銀行Jすなわち
かくも重視される「コミュニティJのSocialCapital (社会関係資本)の一つの要、として顧客・メディ
ア・政治家 ・監督当局者等に認識されていること、そしてそのことが、顧客の取引選好や政治・金融制度
上の支援にも結びついている可能性があることを論ずる。
第 5章 金融制度改革論議と「コミ ムニティ銀行j の利益集団は、前章で言及したIコミュニティ銀行j
に対する政治 ・金融制度上の支援の様相にかかるケース・スタディである。第3章で紹介したICBA等『コ
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ミュニティの利益の代弁者たることを自負する利益集同が fメインストリート連合Jを結成し、金融制度
改革論議 (1990年代)に積極的に関わり、米国議会の要人たちがそれに呼応していく様相を、キングドン
などの政策過程論のモデルに依拠しつつ描く。
第6草 わが国の信用組合・信用金庫・第二地銀の財務状況は、次章の準備として、わが同の11小預金
金融機関3業態の近年の財務状況を上位業態との比較において分析する。その結果、信用金庫は相対的に
健全な財務状況、逆に信用組合・第二地銀は相対的に脆弱な財務状況にあることが示される。
第7章 わが国の中小預金金融機関の経嘗・業務運営のあり方に関する含意は、本論の締めくくりとし
て、米国の小銀行に関する知見および前章の分析を踏まえ、米国と若ヂのタイムラグをもって『金融再
編」が進行しつつあるわが国における、中小預金金融機関の経営課題に関する意見を述べる。
論文審査の結果の要旨
本論文は、米同のコミュニティ銀行と呼ばれる小規模銀行の経営基盤、財務状況、経蛍戦略を実説的に
検討し、米国で進行中の銀行再編のドでも、小規模銀行が強固な地盤を保持し独自の地位を獲得し続けて
いる原閃を解明している。
本論文は、第 l部銀行再編下で存続する小銀行、第2部「コミュニティ銀行」の社会的・制度的存立基
盤、第3部わが国の中小預金金融機関への含意、の3部構成となっている(別に問題意識・課題を示した
序章がある)。
第 l部(第 1-3章)では、米国の小銀行の財務・経営状況、屈舗展開の特徴、業界団体である米国コ
ミュニティ銀行家協会 (ICBA)の活動を分析することによって、小銀行経営の特徴を明らかにしている。
特に財務状況については、銀行勘定持項目の惟移を分析することを通じて、収位性・費用効率が大規模銀
行に比べて優位にあると結論づけている。また、地方小都市ではなくミネアポリス一セントポール大都市
閤での銀行届舗分布状出の分析から、都市部での小銀行経営の特徴を明らかにしている。
第2部(第4・5章)では、小銀行が経営碁盤としているコミュニティについて分析している。米国社
会の中ではコミュニティ理念、の重要度はきわめて高く、それだけにコミュニティに根ざした小銀行は、経
済的な影響力だけでなく、政治的にも大きな影響力を持っている。そして、そのことは1990年代に繰りι
げられた米国の金融制度改革論議に関わる政策過程にもあらわれているとしている。
第3部(第6・7章)では、米国の小銀行の分析ーを通して得られた小銀行像とわが国の中小預金金融機
関との対比を行い、経営・業務運営のあり方に関する含意を汲み取ろうとしている。
本論文のすぐれた特徴は、第 lに、従来わが国で煩似の研究がなかった当該分野で、唯一と呼べる実証
的研究であるという点、である。これまで大規模銀行に関する研究は数多くあるが、小規模金融機関に焦点、
を絞った研究は、必要性が認識されながらほとんど手がつけられてこなかった。本論文が、今後の当該分
野の研究をリードするものとして、学界に対する貢献は大きい。
第2に、企業財務論(第 l章・第6章)、地域経済学(第 1:章)、経済地用論(第 2章)、社会学(第
4章)、政策過程論(第5章)、経営戦略論(第3草・第7章)という多様なアプローチ手法を援用するこ
とによって、主題に複眼的に迫っている点である。従来、わが国では金融分野の研究で地域性を考慮、に入
れることは少なかった。それに対し、経済地理分野の研究で金融機関の立地に関する研究が一部見られた
が、両分野の研究がほとんど接触なく行われていたのが現状であった。本論文は、両者の架橋を果たした
だけでなく、経営地盤であるコミュ二ティの精神的な意味まで含めて検討することによって、金融機関と
社会との関わり、金融機関の経営理念の源泉に注Hし、金融システム研究の方法を拡張したといえる。ま
た、執筆者自身も参加した米国銀行協会提供のストーニア高等銀行研修フ。ログラムを紹介しながら、 1也戚
社会からの要請に対応する銀行経営課題を明らかにするなど、銀行経常戦略論をきわめて実践的な視点か
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ら検討している。
なお、本論文では、地域再投資法の制定に象徴されるコミュニティ銀行と米国内地域社会との緊張関係
について、十分な論究が行われておらず、この点でコミュニティ銀行の全体像を把握するうえで問題点が
残るともいえる。しかしながら、このような問題点は、本論文の学術上の側値を損なうものではない。
以上の点、から、審査委員会は、本論文が博士(商学)の学位を授与するに値するものであると認める。
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